ございます。 源氏物語が congenial な 人の 手で 訳せ 

られ たの だと 思います からで ございます。 

こういう 意味で、 わたくし 個人と しての 立場から は、 

現代語の 源氏物語 を 要求して います。 そして その 要求 

が この 本で 十分に 充 たされた ので ございます。 

最後に わたくし は、 なぜ この 物語 類の 中で、 特に 源 

氏 物語 を 訳して 貰いたかった かとい うわけ を 一 言 申し 

添えたい ので ございます。 

わたくし は 源氏物語 を 読む たびに、 いつも 或る 抗抵 

に 打ち勝った 上でなくて は、 詞 から 意に 達する こと 

が 出来ない ように 感じます。 そして それが 単に 現代語 



底本" 「源氏物語 上巻 日本文学 全集 ー」 河 出 書房 新 社 

1965 (昭和^) 年 6 月 3 日 初版 発行 

1971 (昭和^) 年 7 月^日 M 版 発行 

入力 ： めいこ 

校正 ： もりみ つ じゅんじ 

2 oo 5 年 2 月 2 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



